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「
教
育
と
文
化
の
振
興
」

　

市
長
就
任
時
、
我
が
国
は
、
失
わ
れ

た
20
年
、
閉
塞
感
の
あ
る
社
会
と
云
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
も
、
世
界
競
争
力

ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
昨
年
35
位
で
、
国
際
的

に
存
在
感
が
低
下
し
て
い
ま
す
。
そ
の
様

な
中
、
日
本
再
生
の
カ
ギ
は
、
教
育
と
文

化
の
振
興
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
教

育
に
つ
い
て
は
、
特
に
幼
児
教
育
が
重
要

と
考
え
、
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
育
や
早
期
英
語

音
感
教
育
に
取
り
組
み
、
感
性
豊
か
な
子

供
育
成
に
努
め
ま
し
た
が
、
も
っ
と
個
に

応
じ
た
多
様
な
学
び
等
、
う
き
は
独
自
の

幼
児
教
育
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
れ
ば
良
か
っ

た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。  　

　

文
化
に
つ
い
て
は 

司
馬
遼
太
郎
著
書

「
ア
メ
リ
カ
素
描
」
に
あ
る
よ
う
に
、
文

化
的
な
創
造
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
生
活
の
中
に
、
文

化
の
彩
り
と
薫
り
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、

オ
ラ
ン
ダ
王
国
と
の
文
化
芸
術
交
流
事

業
「
う
き
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト 

イ
ン 

レ

ジ
デ
ン
ス
」
や
嫩わ

か

ば葉
会
の
顕
彰
事
業
等

に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
の
、
十
分
に

広
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 
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う
き
は
西
部
工
業
用
地
造
成
の
事
業
化

高
見
交
差
点
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
事
業
完
成
予
定

ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
「
ル
リ
ー
ロ
福
岡
」
リ
ー
グ

ワ
ン
参
入

今
川
橋
架
け
替
え
事
業
完
成

県
営
河
川
山
曽
谷
川
河
川
改
修
が
事
業
化

環
境
省
か
ら
「
脱
炭
素
選
考
地
域
」
に
選
定

「
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
・
バ
イ
・
マ
リ
オ
ッ
ト
・

福
岡
う
き
は
」
開
業

久
留
米
・
う
き
は
工
業
団
地
に
中
山
リ
サ
イ
ク

ル
産
業
（
株
）
う
き
は
工
場
稼
働

久
留
米
・
う
き
は
工
業
団
地
に
（
株
）
筑
水
キ
ャ

二
コ
ム
、（
株
）
資
生
堂
、
稼
働

高
層
の
市
営
住
宅
「
高
見
団
地
」
が
完
成

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

ふ
る
さ
と
納
税
が
4
億
円
を
超
え
る

「
る
り
色
ふ
る
さ
と
館
」
開
館

う
き
は
６
次
産
業
化
研
究
開
発
・
事
業
化
支
援

セ
ン
タ
ー
「
夢
ラ
ボ
」
開
設

一
般
社
団
法
人
う
き
は
観
光
未
来
づ
く
り
公
社

設
立
、
交
流
拠
点
「
ウ
キ
ハ
コ
」
開
設

主
要
地
方
道
八
女
香
春
線
「
合
瀬
耳
納
ト
ン
ネ

ル
」
開
通

三
春
工
業
団
地
に
森
永
食
研
（
株
）、

（
株
）
R
O
K
I
福
岡
稼
働

う
き
は
藤
波
発
電
所 

発
電
開
始

道
の
駅
う
き
は
敷
地
内
に
野
外
円
形
劇
場
復
元

U
‐
B
i
c
（
う
き
は
ビ
ジ
ネ
ス
カ
フ
ェ
）
開
設

木
造
建
築
の
市
営
住
宅
「
新
治
団
地
」
が
完
成

農
業
生
産
法
人
（
株
）
う
き
は
レ
イ
ン
ボ
ー

フ
ァ
ー
ム
設
立
、
農
業
研
修
施
設
開
設

福
岡
県
下
で
最
初
に
地
方
版
総
合
戦
略
「
う
き

は
市
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
戦
略
」
を
策
定

市
営
新
火
葬
場
「
浄
光
苑
」
完
成

う
き
は
市
10
周
年
記
念
、
う
き
は
市
民
の
歌

「
ル
リ
色
の
ふ
る
さ
と
」
制
作

う
き
は
市
地
下
水
の
保
全
に
関
す
る
条
例
制
定

お
開
き
は
う
き
は
の
茶
で
乾
杯
条
例
制
定

（
株
）
平
野
屋
物
産
鷹
取
工
場
稼
働

九
州
北
部
豪
雨
災
害
発
生

市長退任あいさつ
　この度、 任期満了の 7 月 14 日をもちまして３期１２年

にわたる、うきは市長の職を退任することにいたしました。

　平成２４年 7 月 15 日に、 「元気と幸せを！つながろう

うきは」 をスローガンに市長に就任させていただき、 こ

れまで市政の舵取りを務めさせていただくことができた

のも、 ひとえに市民の皆様のご理解とご協力の賜物と心

から感謝を申し上げます。

12
年
の
市
政
で
成
し
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
も

の
は
あ
り
ま
す
か
？

「
う
き
は
市
に
今
あ
る
も
の
を
活
か
し
た
、

ま
ち
づ
く
り
」

　

う
き
は
市
固
有
の
地
域
資
源(

日
本
百

選
等)
、
歴
史
資
源(

古
墳
、
山
城
等) 

を
活
か
し
、
他
地
域
と
は
一
味
も
ふ
た
味

も
違
う
存
在
感
の
あ
る
「
う
き
は
ブ
ラ
ン

ド
」
を
構
築
で
き
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま

し
た
。

　

福
岡
市
か
ら
高
速
を
利
用
し
て
、
う
き

は
に
お
越
し
に
な
る
皆
さ
ん
が
、
朝
倉
イ

ン
タ
ー
を
下
り
て
、
朝
羽
大
橋
を
渡
る
と

空
気
が
違
う
、
何
だ
か
ほ
っ
こ
り
し
た
気

持
ち
に
な
る
と
云
わ
れ
ま
す
。 

景
観
10

年
、
風
景
百
年
、
風
土
千
年
と
言
わ
れ
ま

す
が
、
う
き
は
に
は
、
二
千
年
の
歴
史
、

風
土
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を

「
う
き
は
テ
ロ
ワ
ー
ル
と
悠
久
の
古
代
史
」

と
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
説
明
に
努
め

ま
し
た
が
、
十
分
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

任
期
12
年
を
振
り
返
り

　
市
長
の
思
い
を
聴
き
ま
し
た

～
髙
木
市
長
12
年
の
あ
ゆ
み
～
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「
道
の
駅
う
き
は
」

　

う
き
は
の
里
（
株
）
や
、
西
見
台
出
荷

組
合
等
の
皆
さ
ん
た
ち
の
尽
力
と
共
に
、

国
土
交
通
省
等
の
「
重
点
道
の
駅
（
全
国

35
箇
所
）」「
防
災
道
の
駅
（
全
国
39
箇
所
）」

の
選
定
、
マ
リ
オ
ッ
ト
ホ
テ
ル
の
誘
致
等

も
あ
り
、
九
州
じ
ゃ
ら
ん
が
実
施
し
て
い

る
九
州
・
山
口
の
人
気
調
査
「
み
ん
な
が

好
き
な
道
の
駅
」
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
9
年

連
続
第
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

「
工
業
団
地
の
造
成
と
企
業
誘
致
」

　

久
留
米
・
う
き
は
工
業
団
地
の
造
成
と

（
株
）
筑
水
キ
ャ
二
コ
ム
、（
株
）
平
野
屋

物
産
、中
山
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
（
株
）、（
株
）

資
生
堂
等
の
企
業
誘
致
、
三
春
工
業
団
地

に
は
（
株
）
R
O
K
I
福
岡
、
森
永
食
研

（
株
）、（
株
）
九
州
イ
ノ
ア
ッ
ク
の
企
業

誘
致
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
6
年
度
に
う
き
は
西
部
工

業
用
地
造
成
（
27
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
事
業

化
が
な
さ
れ
、
新
た
な
企
業
の
誘
致
と
雇

用
創
出
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
身
の
丈
に
合
っ
た
、
財
政
運
営
」

　

財
政
知
識
を
深
め
、
合
所
ダ
ム
国
有
資

産
等
所
在
市
町
村
交
付
金
の
未
徴
収
金

（
８
億
円
）
を
確
認
し
、
適
切
に
対
処
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
小
石
原
川

ダ
ム
建
設
事
業
負
担
金
の
う
ち
２
分
の
１

を
国
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
と
と
も

に
、
補
助
の
残
り
の
部
分
に
つ
い
て
簡
易

水
道
事
業
債
を
全
額
あ
て
、
55
％
を
地
方

交
付
税
で
措
置
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
結
果
等
も
あ
り
、
市
長
就
任
時
と
比

較
し
て
、
一
般
会
計
の
基
金
を
増
や
す
と

と
も
に
、
起
債
を
減
少
す
る
こ
と
が
で
き
、

近
々
大
き
な
財
政
負
担
と
な
る
、
う
き
は

西
部
工
業
用
地
造
成
事
業
負
担
金
、
浮
羽

中
学
校
改
修
事
業
費
、
西
隈
上
団
地
等
整

備
事
業
費
、
浮
羽
消
防
署
及
び
浮
羽
出
張

所
の
建
替
え
に
伴
う
負
担
金
に
充
て
る
な

ど
財
源
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
市
民
の
日
常
生
活
や
社
会

経
済
活
動
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
は
、
国

を
挙
げ
て
の
感
染
症
対
策
に
歩
調
を
合
わ

せ
、
ま
た
、
市
独
自
支
援
策
の
実
施
な
ど

精
力
的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
や
、
国
の
事

業
や
市
の
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
等

を
活
用
し
て
、
民
間
事
業
者
が
空
き
家
を

再
生
す
る
こ
と
に
よ
り
、
古
民
家
宿
や
カ

フ
ェ
等
の
施
設
が
相
次
ぎ
オ
ー
プ
ン
し
た

こ
と
な
ど
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

印
象
深
い
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い

「
災
害
か
ら
の
復
旧
」

　

平
成
24
年
7
月
11
日
〜

14
日
に
か
け
て
の
九
州

北
部
豪
雨
災
害
で
す
。

　

市
民
の
方
の
尊
い
命
を
奪
い
、
本
市
に

被
害
額
50
億
円
を
超
え
る
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
が
、
国
や
県
か
ら
の
支

援
を
受
け
る
た
め
奔
走
し
、
市
が
行
う
べ

き
業
務
は
最
小
限
に
抑
え
ま
し
た
。
そ
し

て
、
復
旧
は
約
3
年
で
果
た
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
か
ら
7
年
間
毎
年
、
大

雨
特
別
警
報
が
発
令
さ
れ
る
な
ど
、
豪
雨
災

害
と
の
戦
い
の
連
続
で
し
た
が
、
災
害
に

つ
い
て
は
積
極
的
に
取
り
組
み
、
被
災
状

況
を
自
分
の
目
で
見
て
、
国
や
県
に
対
し

て
適
切
な
支
援
を
求
め
、
市
民
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
復
旧
復
興
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
昨
年
7
月
10
日
の
記
録
的
な

大
雨
に
よ
る
甚
大
な
被
害
に
つ
い
て

は
、「
巨
瀬
川
流
域
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
及
び
「
巨
瀬
川
流
域
治
水

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
策
定
を
図
り
、
市
の

公
共
土
木
被
害
3
4
5
箇
所
と
農
地
等

被
害
2
9
9
箇
所
は
令
和
6
年
度
中
に

復
旧
を
終
え
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
災
害
に
関
す
る
国
及
び
県
の
個
別
事

業
で
思
い
出
に
残
る
も
の
は
、
国
土
交
通

省
に
よ
る
「
隈
ノ
上
川
河
川
改
修
」
の

事
業
化
、
福
岡
県
に
よ
る
「
山
曽
谷
川

河
川
改
修
」
の
事
業
化
で
す
。

最
後
に
う
き
は
市
民
に
伝
え
た
い

最
後
に
う
き
は
市
民
に
伝
え
た
い

　
　
　
　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
あ
り
ま
す
か

　
　
　
　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
あ
り
ま
す
か

　　

う
き
は
市
は
、
福
岡
都
市
圏
か
ら
車
で

う
き
は
市
は
、
福
岡
都
市
圏
か
ら
車
で

１
時
間
も
満
た
な
い
近
距
離
に
あ
り
な
が
ら
、

１
時
間
も
満
た
な
い
近
距
離
に
あ
り
な
が
ら
、

水
と
緑
に
恵
ま
れ
、
風
光
明
媚
な
自
然
環
境
、

水
と
緑
に
恵
ま
れ
、
風
光
明
媚
な
自
然
環
境
、

田
園
風
景
を
今
な
お
保
っ
て
い
ま
す
。

田
園
風
景
を
今
な
お
保
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
う
き
は
市
は
二
千
年
以
上
の
歴
史

　

ま
た
、
う
き
は
市
は
二
千
年
以
上
の
歴
史

が
あ
り
、
多
く
の
古
墳
や
山
城
な
ど
の
歴
史

が
あ
り
、
多
く
の
古
墳
や
山
城
な
ど
の
歴
史

的
資
源
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
「う
き
は
」は
、

的
資
源
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
「う
き
は
」は
、

近
代
化
、
都
市
化
に
、
あ
る
面
取
り
残
さ
れ

近
代
化
、
都
市
化
に
、
あ
る
面
取
り
残
さ
れ

人
口
減
少
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
れ
か

人
口
減
少
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
豊
さ
の
指
標
と
し
て
自
然
資
本
が
見
直
さ

ら
豊
さ
の
指
標
と
し
て
自
然
資
本
が
見
直
さ

れ
る
時
代
が
来
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

れ
る
時
代
が
来
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
う
き
は
市
の
さ
ら
な
る
発
展
と
市

　

今
後
の
う
き
は
市
の
さ
ら
な
る
発
展
と
市

民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
か
ら
い
た
だ

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
か
ら
い
た
だ

き
ま
し
た
、
ご
厚
情
、
ご
支
援
、
ご
協
力

き
ま
し
た
、
ご
厚
情
、
ご
支
援
、
ご
協
力

に
重
ね
て
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
、
退

に
重
ね
て
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
、
退

任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


